
項 ⽬ 内 容
名称 オオミサンザシ、チャイニーズホーソーン [英]Chinese hawthorn [学

名]Crataegus pinnatifida Bunge var.major N.E.Br.

概要 オオミサンザシは、中国東北部などに分布する⾼さ約6 mの落葉⼩⾼⽊である。中
国漢⽅では古くから消化不良や下痢などの消化器系の症状および条⾍の駆除によく
⽤いられる。健康⾷品として販売されているサンザシは、セイヨウサンザシかオオ
ミサンザシが主である。

法規・制度 ■⾷薬区分
「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ
うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

■⽇本薬局⽅
・サンザシが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・果実にクラテゴール酸 (crataegolic acid) 、マスリン酸 (maslinic acid) 、酒⽯
酸、ビタミンB1、B2、C、シュウ酸、タンニン、フラボノイド類、脂肪油などを含
む (29) 。また果実にアミグダリン (amygdalin) を含み、他にケルセチン
(quercetin) 、クロロゲン酸 (Chlorogenic acid) 、ウルソール酸 (ursolic acid) の
存在が確認されている (18) 。
・薬⽤部分は果実 (⼭査⼦＜サンザシ＞) 。秋に熟した果実を採取し、輪切りか縦切
りにし⽇⼲しする。中国東北部などに分布。⾼さ約6 mの落葉⼩⾼⽊。

分析法 ・HPLCを⽤いてプロシアニジンを分析した報告がある (PMID:11878204) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11878204&dopt=Abstract


で
の
評
価

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

⾻・筋⾁

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

有効性

ヒ
ト

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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